
石川県立美術館だより
第416号 平成30年6月1日発行

◦ 平成29年度の新収蔵品について

◦ ６月の行事予定・夏休み体験講座

◦ アラカルト　ただいま展示中

改組新 第4回 日展 金沢展

大樋年朗　《黒陶幾何文花器》

ー日展 金沢展よりー

《紫糸威萬歳甲冑　前田光高所用》

ー前田家 武の装いⅠよりー

■   加州刀と加賀象嵌鐙

■   前田家 武の装いⅠ

■  前田家 武の装いⅡ

■  琳派

■  ○△□ 幾何学のデザイン【近現代工芸】

■  優品選【近現代絵画・彫刻】
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日
展
は
長
い
伝
統
を
持
ち
、
所
属
作
家
層
の
厚
さ
と
優

れ
た
作
品
で
知
ら
れ
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・

書
の
各
分
野
を
網
羅
し
、
わ
が
国
最
大
・
最
高
水
準
の
総
合

美
術
展
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
展
は
明
治
四
十
年
の
文
部
省
第
一
回
美
術
展
と
し
て

発
足
以
来
、
そ
の
時
々
の
改
革
を
重
ね
な
が
ら
、
常
に
わ

が
国
美
術
界
の
中
核
と
し
て
日
本
美
術
文
化
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
二
十
六
年
の
組
織
改
革
か
ら

数
え
て
四
回
目
の
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

　

東
京
の
本
展
出
品
作
の
中
か
ら
、
文
化
勲
章
受
章
者
、

日
本
芸
術
院
会
員
、
日
展
理
事
、
会
員
な
ど
の
秀
作
と
、
特

選（
石
川
県
関
係
で
は
洋
画
で
鍵
主
恭
夫
、
本
山
二
郞
、
工

芸
美
術
で
は
木
谷
陽
子
）
な
ど
の
受
賞
作
品
を
基
本
作
品

と
し
、
こ
れ
に
石
川
県
内
在
住
、
出
身
作
家
の
作
品
を
合

わ
せ
、
三
三
八
点
を
展
示
し
ま
す
。

◇
主
な
出
品
作
家（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

〈
日
本
画
〉

岩
倉
寿
、
鈴
木
竹
柏
、
土
屋
礼
一
、
中
村
徹
、
福
田
千
惠
、

松
崎
十
朗
、
古
澤
洋
子
、
渡
辺
信
喜
、
山
崎
隆
夫

〈
洋
画
〉

佐
藤
哲
、
寺
坂
公
雄
、
中
山
忠
彦
、
西
田
伸
一
、

西
房
浩
二
、
根
岸
右
司
、
藤
森
兼
明
、
村
田
省
蔵
、

湯
山
俊
久

〈
彫
刻
〉

雨
宮
敬
子
、
川
崎
普
照
、
神
戸
峰
男
、
銭
亀
賢
治
、

中
村
晋
也
、
能
島
征
二
、
橋
本
堅
太
郎
、
蛭
田
二
郎
、

村
井
良
樹
、
山
田
朝
彦
、
山
本
眞
輔

〈
工
芸
美
術
〉

浅
蔵
與
成
、
伊
藤
裕
司
、
今
井
政
之
、
大
樋
年
雄
、

大
樋
年
朗
、
奥
田
小
由
女
、
武
腰
敏
昭
、
中
井
貞
次
、

服
部
峻
昇
、
春
山
文
典
、
森
野
泰
明

〈
書
〉

新
井
光
風
、
井
茂
圭
洞
、
尾
崎
邑
鵬
、
黒
田
賢
一
、

小
山
や
す
子
、
日
比
野
光
鳳
、
星
弘
道

◇
作
品
解
説
日
程

【
展
覧
会
事
務
局
】

〒
九
二
〇
－
八
五
八
八　

金
沢
市
南
町
二
番
一
号

北
國
新
聞
社
事
業
局
内

改
組
新
第
四
回
日
展
金
沢
展
事
務
局

電
話
：
〇
七
六
－
二
六
〇
－
三
五
八
一

武腰敏昭　《無鉛釉上絵染付「朝」》 村田省蔵　《秋光》

5月26日（土）～6月17日（日）　会期中無休

第3〜9展示室

改組新 第4回 日展 金沢展
主催／北國新聞社、公益社団法人日展、日展石川会

後援／石川県、石川県教育委員会、金沢市、金沢市教育委員会、一般財団法人石川県芸術文化協会、一般財団法人石川県美術文化協会、

　　　NHK金沢放送局、北陸放送、テレビ金沢、エフエム石川、ラジオかなざわ、

　　　ラジオこまつ、ラジオななお、金沢ケーブルテレビネット

日　

程

Ａ
Ｍ（
午
前
）
10
：
30
～
12
：
00

Ｐ
Ｍ（
午
後
）
2
：
00
～
3
：
30

５
月
2８
日
（
月
）
《
工
芸
美
術
》

山
岸　

大
成
《
日 

本 

画
》

士
農　
　

力

杉
原
外
喜
子

佐
藤　

俊
介

５
月
30
日
（
水
）
《
洋　
　

画
》

曽
我　
　

章
《
彫　
　

刻
》

江
藤　
　

望

６
月
１
日
（
金
）
《
工
芸
美
術
》

百
貫　

俊
夫
《　

 

書 

　

》

堀
井　

聖
水

武
腰　

一
憲

６
月
２
日
（
土
）
《
日 

本 

画
》

松
崎　

十
朗
《
洋　
　

画
》

本
山　

二
郎

戸
田　

博
子

６
月
４
日
（
月
）
《
彫　
　

刻
》

村
井　

良
樹
《
工
芸
美
術
》

浅
蔵　

與
成

木
谷　

陽
子

６
月
６
日
（
水
）
《　

 

書 

　

》

三
藤　

観
映
《
日 

本 

画
》

仁
志
出
龍
司

宮
下　

和
司

６
月
８
日
（
金
）
《
洋　
　

画
》

児
島
新
太
郎
《
彫　
　

刻
》

中
口　

一
也

６
月
９
日
（
土
）
《
工
芸
美
術
》

高
名
秀
人
光
《　

 

書 

　

》

干
場　

昇
龍

６
月
11
日
（
月
）
《
日 

本 

画
》

古
澤　

洋
子
《
洋　
　

画
》

松
下　

久
信

谷
口
千
佳
子

松
田　

寧
子

６
月
13
日
（
水
）
《
彫　
　

刻
》

石
田　

陽
介
《
工
芸
美
術
》

鶴
見　

保
次

中
村　

基
克

６
月
1５
日
（
金
）
《
日 

本 

画
》

瀧
川　

眞
人
《
洋　
　

画
》

青
木　

良
識

中
村　
　

徹

６
月
1６
日
（
土
）
《
彫　
　

刻
》

新
澤　

博
志
《
工
芸
美
術
》

大
樋　

年
雄

石
田
巳
代
治

◇
観
覧
料　

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

当　

日

前
売
り

団　

体

大　

人

一
、
〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

中
高
生

　

 

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

小
学
生

　

 

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

二
〇
〇
円
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加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
が
天
正
十
一
年（
一
五
八
三
）年
六

月
十
四
日
、
金
沢
城
に
入
城
し
、
金
沢
の
礎
を
築
い
た
偉
業

を
し
の
ん
で
開
催
さ
れ
る「
百
万
石
ま
つ
り
」に
ち
な
ん
だ

展
示
で
す
。

　

武
将
に
と
っ
て
戦
時
に
着
用
す
る
甲
冑
や
陣
羽
織
は
、
自

身
の
武
勇
や
教
養
、
美
意
識
を
あ
ら
わ
す
重
要
な
媒
体
で

し
た
。
そ
こ
で
戦
国
時
代
以
来
、
武
将
た
ち
は
甲
冑
・
陣
羽

織
の
デ
ザ
イ
ン
や
材
質
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
時
に
は

奇
抜
な
形
状
や
斬
新
な
意
匠
の
も
の
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
賀
藩
主
・
前
田
家
も
、
文
武
二
道
に
卓
越
し
た
家
柄

と
し
て
意
匠
や
素
材
を
入
念
に
吟
味
し
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
二
代
藩
主
・
前
田
利
長
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え

る《
鯰
尾
形
兜
》で
す
が
、
鉢
の
上
部
は
和
紙
に
漆
を
塗
り
、

銀
箔
を
押
し
て
い
ま
す
。
利
長
の
身
長
が
二
メ
ー
ト
ル
近

く
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
敢
え
て

「
変
わ
り
兜
」を
着
用
し
な
く
て
も
こ
れ
で
十
分
周
囲
を
威

圧
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
利
長
が
鯰
尾

兜
を
着
用
し
て
馬
に
乗
っ
た
姿
は
、
ま
さ
に
威
容
そ
の
も
の

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
日
本
史
上
屈
指
の
文
化
人
大
名
と
言
え
る
五
代

藩
主
・
前
田
綱
紀
の《
笠
形
模
楯
無
甲
冑
》も
注
目
す
べ
き
作

例
で
す
。
射
撃
の
名
手
だ
っ
た
綱
紀
は
、
当
然
銃
器
に
よ
る

狙
撃
も
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
、
外
見
か
ら
想
像
す
る
以

上
に
堅
牢
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
綱
紀
は
こ

の
甲
冑
を
着
用
し
て
、
戦
場
で
自
在
に
采
配
を
振
る
体
力

が
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
事
実
で
す
。

ま
さ
に
文
武
二
道
の
体
現
者
と
し
て
、
和

漢
洋
の
書
物
を
自
在
に
読
み
こ
な
し
、
武

芸
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
で
改
め

て
確
認
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）太
平
洋
戦
争
の
終
結
に
よ
り
、

連
合
国
占
領
軍（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）は
日
本
の
武
装
解
除
の
一
環
と

し
て
国
内
の
刀
剣
類
を
接
収
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
多

く
は
海
洋
投
棄
さ
れ
、
あ
る
い
は
海
外
に
流
出
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
接
収
さ
れ
た
一
部
が
赤
羽（
現
東
京
都

北
区
）に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
第
八
軍
兵
器
補ほ

給
き
ゅ
う

廠し
ょ
うに
集
め

ら
れ
ま
し
た
。
二
年
後
の
昭
和
二
十
二
年
、
当
時
の
刀
剣
関

係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
な
か
か
ら
美
術
的
価
値
の
あ

る
刀
剣
に
つ
い
て
は
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
上
野
の
国

立
博
物
館（
現
東
京
国
立
博
物
館
）に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
数
は
、
約
五
千
五
百
本
余
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
刀
剣
類
が
、
接
収
時
の
保
管
場
所
に

ち
な
み「
赤
羽
刀
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
所
有
者

が
判
明
し
た
一
部
に
つ
い
て
は
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く

は
長
く
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま

で
し
た
。 

し
か
し
終
戦
五
十
年
の
節
目
に
あ
た
る
平
成
七

年（
一
九
九
五
）、
議
員
立
法
に
よ
り「
接
収
刀
剣
類
の
処
理

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
赤
羽
刀
の
保
管
・
活
用
に
大

き
な
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
文
化
庁
で
は
こ
の
法
を
受
け

て
旧
所
有
者
が
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
返
還
し
、
残

り
は
一
旦
国
庫
に
帰
し
た
後
、
全
国
の
、
こ
れ
ら
刀
剣
類
の

ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
公
立
の
美
術
館
・
博
物
館
等
へ
無
償
譲

与
し
、
活
用
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
は
加
州
刀
を
中
心
に
七
十
口
の
譲
与
を
受
け
、
平

成
十
一
年
度
か
ら
順
次
研
磨
に
着
手
し
ま
し
た
。
本
展
で

は
、
こ
う
し
て
よ
み
が
え
っ
た
加
州
古
刀
・
加
州
新
刀
に
あ

わ
せ
て
加
賀
象
嵌
鐙
を
展
示
し
、
武
具
を
通
底
す
る
加
賀

の
美
意
識
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

加州刀と加賀象嵌鐙
5月24日（木）～6月17日（日）　会期中無休

前田家 武の装いⅠ
5月24日（木）～6月17日（日）　会期中無休

第2展示室［古美術］ 前田育徳会尊經閣文庫分館

《黒塗六十二間甲冑　前田利常所用》県文《刀　銘 越中守藤原高平》
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県文《薄木版下絵詩歌（和漢朗詠集）》　本阿弥光悦 《猪目文陣羽織　前田綱紀所用》

　

加
賀
藩
の
文
化
政
策
は
、
時
に
幕
府
の
警
戒
を
和
ら
げ

る
目
的
が
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
ま
す
が
、
特
に
五
代
藩
主
・

前
田
綱
紀
の
事
績
や
武
具
を
検
証
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な

見
方
は
一
面
的
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。
当

館
で
は
、
一
連
の
展
示
を
通
し
て
前
田
家
が
推
進
し
た
文

化
政
策
の
、
戦
略
的
な
側
面
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
文
物

収
集
や
美
術
工
芸
品
と
武
具
制
作
の
水
準
や
芸
術
的
完
成

度
、
そ
し
て
政
策
全
般
に
発
揮
さ
れ
る
独
創
性
で
幕
府
を

圧
倒
す
る
こ
と
が「
文
化
決
戦
」
の
眼
目
と
言
え
ま
す
が
、

加
賀
藩
は
さ
ら
に
直
接
的
な
武
力
に
よ
る
決
戦
も
視
野
に

入
れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
回
の
展
示
作
品
か
ら
も
垣
間
見

え
ま
す
。

　

「
ア
ー
ト
」は
本
来
技
術
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
先
に
終
了
し
た
特
別
展「
美
の
力
」
で
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
特
に
外
様
大
名
で
あ
っ
た
前
田
家
の
場

合
は
、
美
術
・
工
芸
・
武
具
に
重
層
す
る
意
味
を
、
総
合
的

に
読
み
解
い
て
行
く
新
た
な
観
点
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
す
。
一
例
と
し
て
陣
羽
織
に
注
目
し
て
み
る
と
、

前
田
綱
紀
が「
百
工
比
照
」で
諸
大
名
が
所
用
し
た
陣
羽
織

の
形
状
や
、
意
匠
、
色
を
丹
念
に
調
査
し
て
い
た
事
実
が

想
起
さ
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
綱
紀
は
こ
の
作
業
を
通
し
て
、

た
と
え
ば
○
△
□
な
ど
の
基
本
的
な
意
匠
化
の
傾
向
性
を

把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
綱
紀
の

陣
羽
織
総
覧
は
未
完
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
作

業
が
最
終
的
に
何
を
目
指
し
て
い
た
の
か
を
考
え
る
と
少

し
緊
張
す
る
と
同
時
に
、
人
間
の
思
考
を
様
々
な
角
度
か

ら
追
求
し
て
や
ま
な
か
っ
た
姿
勢
に
改
め
て
敬
服
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
展
で
は
綱
紀
の
陣
羽
織
も
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年
は
、
本
阿
弥
光
悦（
一
五
五
八
～
一
六
三
七
）

が
鷹
峯
の
地
に
移
っ
て
か
ら
四
百
年
の
節
目
と
な
る
と
し

て「
琳
派
四
〇
〇
年
」の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に「
鷹
峯
」
を
冠
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
昨
年
当
地

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
阿
弥
光
悦
が
主
導
し
た
造
形

運
動
を
語
る
際
に
は
、
法
華
経
信
仰
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

光
悦
は
熱
心
な
法
華
宗
の
信
徒
で
し
た
。
法
華
宗
の
根

本
経
典
で
あ
る『
法
華
経
』「
方
便
品
第
二
」
に
は
、
子
供
が

戯
れ
に
木
片
な
ど
で
仏
の
像
を
描
い
た
と
し
て
も
、
そ
の

人
は
慈
悲
あ
る
人
と
な
り
、
幾
千
万
の
人
々
を
救
済
す
る

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
光
悦
ら
琳
派
の
芸
術
家
た
ち
が
制

作
に
あ
た
っ
た
原
点
は
こ
の
教
え
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
子
供
の
戯
れ
の
行
為
に
こ
れ
ほ
ど
の
功
徳
が

あ
る
な
ら
ば
、
大
人
が
真
剣
に
制
作
に
あ
た
れ
ば
、
そ
の

功
徳
は
計
り
知
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
信
仰
が
、
今

日
の
人
々
も
魅
了
し
て
や
ま
な
い
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

感
覚
に
満
ち
た
琳
派
様
式
を
生
み
出
し
た
と
い
う
わ
け
で

す
。
今
回
展
示
す
る
光
悦
の《
薄
木
版
下
絵
詩
歌
》（
石
川
県

指
定
文
化
財
）に
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』の
詩
歌
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
詩
歌
は
仏
を
讃
美
す
る
機
縁
で
も
あ
り
、
そ
れ

を
美
し
く
書
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
意
匠
と
装
飾
を
つ
く

し
た
料
紙
を
用
い
る
こ
と
。
作
品
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る

と
、
こ
う
し
た
光
悦
の
信
仰
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら

に
今
回
は
、
光
悦
一
族
の
本
業
に
関
わ
る《
刀
絵
図
》（
本
阿

弥
光
徳
筆
・
重
要
美
術
品
）
も
展
示
し
ま
す
。
そ
し
て
琳
派

と
い
う
呼
称
の
由
来
と
な
っ
た
尾
形
光
琳
の
曾
祖
母
は
、

光
悦
の
姉
に
あ
た
る
こ
と
も
想
起
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

琳派
6月22日（金）～7月23日（月）　会期中無休

前田家 武の装いⅡ
6月22日（金）～7月23日（月）　会期中無休

第2展示室［古美術］ 前田育徳会尊經閣文庫分館
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氷見晃堂　《栃造八稜箱》澤田政廣　《笛人》

　

今
回
の
近
現
代
工
芸
部
門
は
作
品
の
意
匠
に
注
目
し
、

丸
・
三
角
・
四
角
な
ど
の
幾
何
学
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
幾
何
学
模
様
そ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
と

し
た
も
の
、
幾
何
学
に
写
実
的
な
モ
チ
ー
フ
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
、
写
実
的
な
テ
ー
マ
を
意
匠
化
し
て
い
く
う
ち

に
、
幾
何
学
の
組
み
合
わ
せ
が
生
ま
れ
た
も
の
、
技
術
的
な

工
程
の
過
程
で
幾
何
学
的
な
模
様
が
生
ま
れ
た
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
作
品
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

木
工
芸
の
人
間
国
宝
・
氷
見
晃
堂
の《
栃
造
八
稜
箱
》
は
、

均
整
の
取
れ
た
正
八
角
形
の
箱
で
す
。
八
角
の
稜
線
を
縁

取
る
よ
う
に
黒
柿
を
あ
し
ら
い
、
被
せ
蓋
の
甲
面
縁
周
り

を
斜
め
に
削
っ
て
面
取
り
し
て
、
そ
こ
に
桑
と
銀
の
線
象

嵌
で
シ
ン
プ
ル
な
幾
何
学
的
な
模
様
を
配
す
る
こ
と
で
、

栃
・
黒
柿
・
桑
・
銀
の
素
材
感
が
生
か
さ
れ
、
形
の
美
し
さ
を

際
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

西
出
大
三
は
自
ら
彫
っ
た
桧
の
器
物
に
、
平
安
～
鎌
倉

時
代
の
仏
教
美
術
に
用
い
ら
れ
た
截
金
と
い
う
技
法
で
、

当
時
の
文
様
を
再
現
し
た
装
飾
を
施
す
作
品
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。《
截
金
彩
色
油
色「
花
の
合
子
」》の
装
飾
は
、
金
箔

を
細
か
い
菱
形
や
四
角
、
細
い
線
な
ど
に
切
り
抜
き
、
抒
情

的
な
花
や
品
格
の
あ
る
連
続
模
様
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

堀
友
三
郎
の《
干
網
》
は
、
江
戸
時
代
の
小
袖
に
も
用
い

ら
れ
た「
網
干
」
模
様
と
同
様
、
漁
網
を
干
す
海
辺
の
風
景

で
す
。
伝
統
的
モ
チ
ー
フ
を
近
代
の
街
並
み
を
思
わ
せ
る

図
形
の
構
成
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
描
く
堀
の
感
性
が
特
筆

さ
れ
ま
す
。

　

工
芸
作
品
に
み
る
多
様
な
幾
何
学
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

近
現
代
絵
画
彫
刻
部
門
で
は
、
第
３
、
第
4

展
示
室
で

優
品
選
を
、
第
6

展
示
室
で
二
十
九
年
度
の
新
収
蔵
作
品

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
日
本
画
で
は
、
企
画
展
示

室
で
開
催
中
の『
若
冲
と
光
瑤
』展
に
ち
な
み
、
京
都
画
壇

で
活
躍
し
た
画
家
達
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
橋
本
関
雪

の
悟
り
を
得
る
ま
で
の
過
程
を
牛
と
の
関
係
に
喩
え
て
示

す《
拾
牛
図
》
と
木
島
櫻
谷
の《
咆
吼
》、
ま
た
現
代
作
家
で

は
稲
本
実
の《
気
》、
濱
田
観
の《
初
夏
の
花
》等
で
す
。

　

油
彩
部
門
で
は
季
節
に
ち
な
ん
だ
風
景
画
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。
宮
本
三
郎
の《
夏
山
》、
田
辺
栄
次
郎
の《
リ
ヨ

ン
の
丘
》、
藤
本
東
一
良
の《
コ
ン
カ
ル
ノ
の
バ
ル
コ
ン
》等
、

夏
の
季
節
を
実
感
さ
せ
る
作
品
で
す
。
宮
本
の《
夏
山
》
は

制
作
年
が
、
昭
和
十
年
か
ら
四
十
六
年
ま
で
と
、
長
き
に

渡
っ
て
い
ま
す
。
後
年
に
な
っ
て
も
手
を
加
え
た
作
品
で

す
。
作
風
は
三
十
代
の
頃
の
ス
タ
イ
ル
に
後
期
の
タ
ッ
チ

を
交
え
た
独
特
の
も
の
で
、
宮
本
の
風
景
画
の
中
で
は
最

大
級
の
作
品
で
す
。

　

彫
刻
部
門
で
は
、
木
彫
を
中
心
と
し
た
作
品
群
に
ブ
ロ

ン
ズ
作
品
を
交
え
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
木
彫
で
は
、
晝

間
弘
の
大
作《
朝
》に
、石
川
光
明
の《
犬
》、圓
鍔
勝
三
の《
道

化
師
》、
澤
田
政
廣
の《
笛
人
》、
森
野
圓
象
の《
蘭
陵
王
》
等

の
小
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
で
あ
り
、
友
の
会
会
員
カ
ー
ド
を
飾
っ
た

石
川
の《
犬
》は
、
二
匹
の
子
犬
が
愛
ら
し
く
表
現
さ
れ
、
澤

田
の《
笛
人
》
は
、
白
く
彩
ら
れ
た
裸
女
が
腰
を
ひ
ね
っ
て

笛
を
吹
く
姿
に
は
、
奏
者
の
意
気
込
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

木
彫
の
小
品
な
ら
で
は
の
繊
細
な
表
現
を
お
楽
し
み
下

さ
い
。

優品選・新収蔵品展
6月22日（金）～7月23日（月）　会期中無休

○△□ 幾何学のデザイン

6月22日（金）～7月23日（月）　会期中無休

第3・4・6展示室［近現代絵画・彫刻］ 第5展示室［近現代工芸］
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新収蔵となった作品

平成29年度

分
野

№

作
品
名

作
者
名

員
数

制
作
年

寄
附
者

書

①

聖
一
国
師
墨
跡
「
撃
杖
」

聖
一
国
師
（
円
爾
）

一
幅

鎌
倉
十
三
世
紀

和
田　

一
子

陶
磁

②

黒
描
鳥
花
文
壺

米
田　

和

一
口

平
成
二
十
八
年

米
田　
　

和

陶
磁

③

彩
果
文
花
瓶

初
代 

松
本　

佐
吉

一
口

昭
和
十
二
年

石
田
孝
太
郎

漆
工

④

飛
翔

三
谷　

吾
一

一
面

昭
和
四
十
年

三
谷　
　

慎

木
工

⑤

木
彫
鷲
図
額

村
上　

九
郎 

作

一
点

明
治
～
大
正

村
上　

邦
夫

竹
工

⑥

竹
組
四
方
盆

橋
本　

仙
雪

一
点

昭
和
四
十
年
代

村
田　

泰
恵

竹
工

⑦

鳳
美
竹
宝
珠
花
籠

橋
本　

仙
雪

一
口

昭
和
四
十
年
代

村
田　

泰
恵

竹
工

⑧

竹
蓋
置

橋
本　

仙
雪

二
個
一
対

昭
和
四
十
年
代

村
田　

泰
恵

日
本
画

⑨

月
光
譚
（
新
月
）

中
村　

静
勇

一
面

平
成
二
十
三
年

山
本
由
美
子

日
本
画

⑩

冨
士
に
群
鶴
図

岸
浪　

柳
溪

八
曲
一
双

明
治
中
期

吉
田　
　

健

油
彩
画

⑪

猫
の
居
る
静
物

小
絲　

源
太
郎

一
面

昭
和
十
一
年

國
分　

繁
子

油
彩
画

⑫

春
光
（
絶
筆
）

小
絲　

源
太
郎

一
面

昭
和
五
十
三
年

國
分　

繁
子

素
描

⑬

「
扇
面
散
蒔
絵
手
箱
」
修
復
図

松
田　

権
六

一
巻

昭
和
十
三
年

松
田　

彌
生

素
描

⑭

「
蒔
絵
水
車
図
硯
箱
」
修
復
図

松
田　

権
六

一
巻

昭
和
十
三
年

松
田　

彌
生

彫
塑

⑮

今
の
ワ
・
タ
・
シ

梶
本　

良
衛

一
点

平
成
元
年

梶
本　

良
衛

平成29年度新収蔵点数 15点

収蔵品総計（平成30年3月31日 現在） 3,754点

①

⑩右隻⑩左隻

②

④

③

⑤

⑫⑮ ⑨

⑥

⑪
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夏休み体験講座　参加者募集！

小学生親子対象

【
子
ど
も
一
日
学
芸
員
】

　

 　

美
術
館
や
そ
こ
で
働
く
学
芸
員
の
仕
事
、
作
品
、
ま
た
作
品
の
楽
し

み
方
を
学
び
ま
す
。

　

対
象
：
四
・
五
・
六
年
対
象

　

日
時
：
八
月
八
日（
水
）
九
時
半
～
十
五
時
半

　

定
員
：
親
子
五
組　

計
十
名　

　

参
加
費
：
な
し

　

申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
に
て
。
七
月
二
十
七
日（
金
）必
着

【
制
作
体
験
】

　

 　

夏
休
み
親
子
で
楽
し
む
美
術
館
の
「
ア
ー
ト
de

動
物　

大
集
合
！
」

の
鑑
賞
後
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
制
作
活
動
等
を
楽
し
み
ま
す
。

　

◆
「
動
物
園
de
ス
ケ
ッ
チ
Ｇ
Ｏ
！
」

　

対
象
：
全
学
年

　

日
時
：
八
月
十
二
日（
日
）
①
十
時
～
十
二
時　

②
十
三
時
～
十
五
時

　

内
容
： 

本
多
の
森
公
園
に
や
っ
て
く
る
移
動
動
物
園
で
、
動
物
に
関
す

る
お
話
聞
い
た
り
、
動
物
と
触
れ
あ
っ
た
り
し
、
そ
れ
を
生
か

し
て
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
ま
す
。

　

定
員
：
各
回
親
子
五
十
名
程
度

　

参
加
費
：
な
し

　

申
込
方
法
：
前
日
十
七
時
ま
で
に
電
話
で
申
込

　

◆
「
レ
ッ
ツ
！
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ 

～
手
遊
び
動
物
園
～
」

　

対
象
：
全
学
年

　

日
時
：
八
月
十
日（
金
）
十
三
時
半
～
十
六
時

　

内
容
： 

日
本
の
影
絵
あ
そ
び
の
よ
う
に
キ
ツ
ネ
や
犬
な
ど
手
で
動
物
の

形
を
表
現
す
る
造
形
作
家
、
マ
リ
オ
・
マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
さ
ん
に

な
っ
て
み
よ
う
。
色
ま
で
つ
け
て
動
物
に
変
身
し
た
手
は
写
真

撮
影
し
ま
す
。

　

定
員
：
親
子
十
五
組

　

参
加
費
：
一
名
三
〇
〇
円
程
度

　

申
込
方
法
：
往
復
は
が
き
に
て
。
七
月
二
十
七
日（
金
）必
着

　

○
往
復
は
が
き
で
の
お
申
し
込
み
方
法

　

宛
先
：
〒
九
二
〇
－
〇
九
六
三　

金
沢
市
出
羽
町
二
－
一　

　
　
　
　

石
川
県
立
美
術
館　

キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
宛

　

往
信
欄
に
、
参
加
希
望
の
講
座
名
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
。

　

＊
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

　

前
号
の
美
術
館
だ
よ
り
に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◦
７
ペ
ー
ジ
下
段
の
平
成
三
十
年
度　

土
曜
講
座
（
前
期
）

　

誤
：
９
月
22

日　

金
沢
と
漆
皮

　

正
：
９
月
22

日　

近
代
の
文
化
財
修
復
―
漆
皮
を
中
心
に
―

■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

1６
日
（
土
）

日
展
と
工
芸
美
術

寺
川
和
子

23
日
（
土
）

絵
画
の
見
方 

―
賛
と
落
款
―

中
澤
菜
見
子

30
日
（
土
）

宗
達
か
ら
若
冲
へ　

仏
教
的
深
化
の
系
譜

村
瀬
博
春

６
月
の
行
事
予
定

お
詫
び
と
訂
正
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毎月第1月曜日はコレクション 

展示室無料の日（6月は4日）

今月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

6月の休館日は

18日（月）～21日（木）

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.30

　

脇
田
和
が
描
い
た
作
品
の
中
で
、
こ
の
雲
崗

石
仏
は
異
色
作
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
、

四
面
で
一
組
と
い
う
構
成
、
横
幅
は
三
メ
ー
ト

ル
近
く
に
も
及
ぶ
大
作
で
す
。
脇
田
と
い
え
ば
、

淡
い
色
彩
と
線
で
子
供
や
親
子
、
鳥
な
ど
を
情

愛
深
く
描
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

で
す
が
本
作
は
慈
悲
と
と
も
に
峻
厳
と
で
も
い

う
べ
き
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
石
仏

の
巨
大
さ
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脇
田
は
少
年
期
に
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し
、
ベ

ル
リ
ン
国
立
美
術
大
学
で
、
デ
ッ
サ
ン
と
版
画

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
裸
婦
や
男
の
裸
体

像
は
、
堅
く
鋭
い
線
と
輪
郭
に
沿
っ
て
ほ
ん
の

少
し
の
陰
影
で
、
見
事
に
人
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
帰
っ

て
き
て
か
ら
の
油
彩
作
品
は
、
そ
う
し
た
鋭
さ

を
隠
し
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
傾
向
に
移
る
の
で

し
た
。
し
か
し
、
本
作
を
見
る
と
ベ
ル
リ
ン
時

代
の
強
い
線
が
全
面
に
出
て
い
る
と
感
じ
る
の

で
す
。

　

中
央
の
施
無
畏
与
願
印
を
結
ぶ
両
仏
は
座
像

と
立
像
と
い
う
違
い
の
み
で
な
く
、
示
す
世
界

観
も
異
な
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
向
か
っ
て
左

は
ほ
の
か
な
色
彩
が
施
さ
れ
、
平
安
の
世
界
を
、

右
は
無
彩
色
で
厳
し
い
動
的
な
世
界
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
そ
れ
は
右
端
の
ジ
グ
ザ
グ
に
描
い
た

石
窟
壁
面
の
線
と
石
仏
の
背
後
の
暗
く
不
気
味

な
背
景
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

脇
田
は
こ
の
年
、
昭
和
四
十
九
年
に
中
国
に

渡
り
、
雲
崗
石
窟
を
見
て
回
り
、
そ
の
感
動
を

本
作
と
し
て
結
実
さ
せ
た
の
で
し
た
。

《雲崗石仏》 うんこうせきぶつ 　脇田　和　わきた・かず

各縦181.8cm　横72.7cm（4面）　昭和49年（1974）　第39回新制作協会展 明治41年～平成17年（1908－2005）

前田育徳会尊經閣文庫分館 第２展示室

　6月22日（金）

　  ～7月23日（月） 前田家 武の装いⅡ 琳派

次回の展覧会

第３・４・６展示室 第５展示室 第７～９展示室

優品選・新収蔵品展

［近現代絵画・彫刻］

○△□

幾何学のデザイン

［近現代工芸］

若冲と光瑤
6月23日（土）～7月22日（日）


